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第１章  仏教と科学と全体性  
 





















































１）小林傳司「トランスサイエンスの時代」NTT 出版、 2007 年  




２）張鐘元「老子の思想」講談社、 1996 年  
３）袴谷憲昭「本覚思想批判」大蔵出版、 1990 年  
松本史郎「縁起と空」大蔵出版、 1989 年  

















































































ノ、 1874 年）にみられる。  
屋上庭園で述べた要素間の相互作用は物質科学のキーワードであり、電子間の相互作用
が物質の特性を決定している。この世は電子の世界である。物質の全体としての形の変化




































































































２）S.Ohara, T.Konishi et., al. “Chaos in different far-off cosmic 
 rays: a fractal wave model,Jounal of Physics.G, Vol.29(2003)  
S.Ohara,T.Konishi,A.Mukai,A.Iyono et.,al.,  The Anisotropy of Cosmic Ray Pursued 





ティ、Vol.18,No.64、 2003 年‐ 04 の中で、物理学と生態学の見解の比較が述べられてい  
る。R.T.マッキントッシュ「生態学・概念と理論の歴史」大串隆之他訳、1989 年、思索社  
に紹介されている  
システム生態学という捉え方も、生態系の全体性を強調したものである。  
５）この点について、D.ボームは「断片と全体」、工作舎、1985 年で割合や比の観念にも  
つながるギリシャ以来の内的な基準が万物に中で本質的な役割を果たしているとされたこ  
とに原因の一つを求めている。  
６）今井  功、「新感覚物理入門」、岩波書店、 2003 年  















神秘主義については、上田閑照、「神秘主義」、岩波書店  参照。  
９）槌田  敦、「熱学外論、生命と環境を含む開放系の熱理論」朝倉書店、 1992 年  
Ｉ．プリゴジン、Ｄ．コンデプディ「現代熱力学」朝倉書店、 2001 年  
１０）Ｄ．ボーム  「全体性と内蔵秩序」井上忠他訳、青土社、1986 年  ボームの量子論
は、ボルンの確率論的解釈に対して実在論的解釈を掲げる。  
１１）黒田耕嗣「秩序・無秩序の世界」丸善、 1987 年にくわしく論ぜられている。  
１２）S.グールド  「パンダの親指」桜町翠軒訳  早川書房  1986 年  
１３）山口智彦  「自己組織化とエントロピー生成速度」応用数理 ,Vol.12, No.3, 2002 
増田秀樹「自己組織化とは」現代化学  2003 年 2 月  
１４）遺伝子と生命システムの全体性については、金子  勝、児玉龍彦「逆システム学」









１７）茅  幸ニ、西  信之  「クラスター」産業図書、 1994 年  
谷垣勝巳「Ⅳ族クラスターの科学」現代化学、 7 月、 2005 年  
１８）佐竹暁子  「森のパターンはどうしてできるか？」パリティ、Vol.18、 2003 年 -04 
１９）ベルタランフィ「一般システム理論」 1945 年提唱  
社会科学への適用については、K.ボールディング「経済学を越えて」公文俊平訳、 1975
年、学習研究社の「一般システムと社会」参照。  
２０） J.ハーバーマス、N.ルーマン「批判理論と社会システムの理論」佐藤嘉一他訳、木  
鐸社、 1987 年  
佐藤俊樹「社会システムは何でありうるのか－N.ルーマンの相互作用システム論から」理
論と方法、 2000 年、Vol.15 では、N.ルーマンのシステム論を「システムの実在性を不当
前提している可能性が高い」と評している。  
２１）自律分散システムについては、橋本周司  「ロボティックスにおける部分と全体」、
数理科学、No． 368 Feb1994 年  にも興味深い記述がある。  
２２）この場合の文脈は、物質が研究対象である場合実験装置との応答関係を意味しても  
よいかと思う。ゲーテの自然科学（「色彩論」（ 1810 年）生理的色彩論）もここでいう文脈  




２３）神秘主義の一つであるヘルメス主義は、ヘルメス文書（エジプト、 3ＣＢＣ～ＡＣ 3 
Ｃ）を拠り所とする錬金術や占星術の思想で、実験を重んじ数学を重視しアラビア科学に  
も大きな影響を与えた。  




２５）Simon Mawer、  “Science in literature”,Nature,Vol.434,17,March,2005 
２６）高玉圭樹「相互作用に埋め込まれた集合知」、人工知能学会誌、18 巻 6 号、2003 年  
２７）井口征士  「感性はインタラクションにより創発されるか」システム･制御・情報 , 
Vol.45, No.6,291(2001)  




二「偶然と必然」数学セミナー、Vol.30、1991 年  D.ルエール「偶然とカオス」青木  薫




３０）Ｗ．クワイン  「論理的観点から」飯田  隆訳、勁草書房、1992 年「外部世界につ
いてのわれわれの言明は、個々独立ではなく一つの集まりとしてのみ感覚的経験の審判を
受ける。」：クワインのホーリズム、サイエンスウォーズについては、和田純夫「科学者と





田中  裕「個と普遍」ホワイトヘッド学会、 2004 年、奈良産業大学  
３１）若い学習者に限らず、現代人が社会の全体性の把握に大きな迷いや課題を持ってい  
ることは自明である。身近には我が国の街並みの美学の欠落（芦原義信「街並みの美学」  










































































目構成や学習内容が Negative Capability に繋がると考えられているのかについては、さ




































 金子があげる、アメリカの目指す学士力のもう一つの大きな要素である Positive 


































２）福島恒春「大正デモクラシーと教育改革への道」東洋堂企画出版、1986 年  教育改革
の実践の一つが小原國芳創設の玉川学園で、「自学自律」はその教育理念の一つである。  
３）小泉吉永「江戸の子育て読本」小学館、 2007 年  
４）金子章予「「学士」という学位を持つことの意味」、リメディアル教育研究、第 7 巻、
第 1 号、 2012 年  
５）鈴木忠「自己を超える／現実を超える」白百合大学生涯発達研究教育センター紀要、
第１号、 2009 年  
６）Selection from Keats ’s Letters(1817)における記述は、  
“I mean Negative Capability, that is when man is capable of being in uncertainties, 
Mysteries, doubts, without any irritable reaching after fact & reason-“である。  
Simpson.P&French.R,Negative Capability and the Capacityu to Think in the Present 
Moment,Leadership,2006,2(2);p245 に は 、 ”Hence Eisold ’s definition of negative 
capability as ‘precisely the ability to tolerate anxiety and fear, to stay in the place of 
uncertainty in order to allow for the emergence of new thoughts or perceptions ’.という
引用がある。  
６）星野元豊「浄土」法蔵館、 1957 年  












































































































































































































































































１）M・ヤング  「メリトクラシー」窪田鎮夫、山元卯一郎訳、至誠堂、 1982 年  
原著は、 ”The Rise of Meritocracy”,(メリトクラシーの勃興 ),1958 
Geof Dench “The Rise and Rise of Meritocracy”  
Blackwell Publishing,2006 には M.ヤングのインタヴューが掲載されている。（Looking  
Back on Meritocracy）メリトクラシーは、Concise Oxford English Dictionary 
では、 ”Government  by people selected on merit” とある。  
２）竹内  洋  「日本のメリトクラシー」1995 年、東京大学出版会、頁３１  メリトクラ  
シーの位置づけについての解釈理論的説明など説明理論の紹介が興味深い。  





究センター紀要、 2008 年 5 月  
５）谷  昌恒  「いま教育に欠けているもの」、岩波ブックレート、1985 年、p7 
６）林  竹二  「教えるということ」現代教育１０１選、国土社、 1990 年、p163 













野家啓一「科学の解釈学」ちくま学芸文庫、 2007 年  
H.Kincaid et.,al. “Value-Free Science?” Oxford University Press, 2007 
１０）平成２０年からの不況で、組み込みシステム産業界でもこれからの技術として新し  
い価値観の開拓が叫ばれ、環境適応技術とこころの豊かさを実現する技術が真剣に検討さ  
れている。（組み込み技術展 2009 年）  
１１）J.ハーバーマス  「イデオロギーとしての技術と科学」長谷川宏訳、平凡社、 2000 
年、p55 
Ｈ．マルクーゼ  「一次元的人間」生松敬三、三沢謙一訳、河出書房、1980 年 p35 に「テ  
クノロジーと科学を手中におさめた産業社会は、人間と自然をつねにより効果的に支配す  
るために、その資源をつねにより効果的に利用するために組織されている。こうした努力  
の成功が人間の経験に新しい次元を開くとき、この社会は非合理的となる。」 基礎科学力  





１２）Ｃ．クリステンセン「イノベーションのジレンマ」伊豆原弓訳、翔泳社、 2001 年、 
p9 






１４）Ｃ．ファイン「脳は意外とおばかである」渡会圭子訳、草思社、 2007 年、 p36 に、 
適切な決断には、感情の標識が不可欠であることが実験的に示されている。  
１５）本田由紀  「多元化する能力と日本社会」ＮＴＴ出版、 2005 年、p259 
１６）遠山  啓  「競争原理を超えて」太郎次郎社、 1976 年、p235 




１７）Ｅ．デシ、Ｒ．フラスト「人を伸ばす力」桜井茂男監訳、新曜社、 1999 年、p62  
１８）個人主義については、佐伯啓思「人間は進歩してきたのか」PHP 新書、2003 年 p205 
の記述が興味深い。「人間が神を見失えば、つまり宗教を見失えば、資本主義や近代市民社  
会の合理性は硬直化してゆき、むしろ非合理的なものに転化してしまう。」  
１９） James Surowiecki “The Wisdom of Crowds”,Anchor Books 2004. Page 11 “You 




する）の４つである。集合知の代表例の一つが Linux であるとして紹介されている。  
マイクロソフトの Windows は競争には勝ち残っているが、コンピュータ技術上の意義や
その発展性の上では、ソースをオープンにしていない Windows よりも Linux の方がはる
かに優れている。  
２０）第 1 章の２．「全体性と科学」参照  
２１）相見三郎  「コリント人への第一の手紙講解下」霊化教会、 1974 年、p123 
２２）沢木興道  「禅戒本義を語る」沢木興道全集第十巻、大法輪閣、 1963 年  
２３）日立デジタル百科大事典、平凡社、 1998 年  
２４）Ｋ・ヤスパース  「真理について（理性と愛と象徴）」小倉志祥、松田幸子訳、理想
社、 1985 年、p200 亀井勝一郎は、「愛の無常について」の終章で、「永遠の愛というもの
があるとすれば、それは永遠の凝視でなければなりませぬ。」と述べているが、通ずるとこ
ろがある。  
２５）G・ヘーゲル  「キリスト教の精神とその運命」細谷貞雄、岡崎英輔訳、1998 年復  
刻、白水社、p80 哲学事典（平凡社、1971 年）に引用されているヘーゲルの愛の定義は、  
「精神の統一性がそれ自身を感じているのが愛」とある。  
２６）H・アーレント「アウグスティヌスの愛の概念」、千葉  真訳、みすず書房、 2002 
年、p135 




２９）聖徳太子  「勝鬘教義疏」国訳一切経、経疏部十六、大東出版社 1964 年  
３０）曽我量深  「始めに行あり」曽我量深選集第十二巻、1972 年、弥生書房  同じこと  





































































































































































































































































































































































































































































年、世界思想社   第４章「現代における「絶対無」の哲学の意義」で述べられている「絶
対無の場所」が「仏が現在的である」ところとみられる。  
２）久松真一「絶対主体道」久松真一著作集第２巻所収、 1994 年、法蔵館、p84 




































１０）三井晶史偏「昭和新纂国訳大蔵経宗典部曹洞宗聖典」 1978 年、名著普及会  所収  
























１６）森田邦久「科学哲学」 2010 年、化学同人  









他には、Irving Janis の Groupthink（集団思考、1082 年）で論じられる 8 つの兆候（不
一致を示す人たちへの圧力など）の警告もあるが、悪魔性は十分明らかになっていないと
思われる。集団思考については、C.Harris 他著「科学技術者の倫理」丸善、 1998 年参照  
１８）松原泰道「わがこころの発見」 1979 年、善本社、 p141 
松原泰道老師のすばらしいお話も呉神応院講話会で何度か聴聞の機会を得た。  
１９）立川武蔵「中論の思想」 1994 年、法蔵館、p69 






いては、今村仁司「清沢満之の哲学」 2004 年、岩波書店、 p126 の「知なしに信はありう
る。しかし、知に支えられないと、信はとめどなく呪術に短絡する」の指摘が重要だ。  
２４）Ｅ .フッサール「デカルト的省察」 2001 年、岩波文庫、p193 
２５）哲学事典、 1971 年、平凡社  
２６）アルフレッド・シュッツ「現象学的社会学」森川真規雄、浜日出夫訳、1980 年、紀
伊国屋文庫、p147 
２７）野家啓一編「危機の時代の哲学」 2008 年、中央公論新社  
２８）片岡寛光「公共の哲学」 2002 年、早稲田大学出版部、 p141 
２９）ニック・クロスリー「間主観性と公共性」西原和久訳、 2003 年、新泉社、p83 




３１）鯨岡峻「ひとがひとをわかるということ」 2006 年、ミネルヴァ書房、 p37 




３３）Ｅ．レヴィナス「実存の発見」 1996 年、法政大学出版局、 p51 
３４）鶴真一「レヴィナスの他者論」発達人間学論叢第１号 1998 年  
３５）Ｅ．レヴィナス「外の主体」合田正人訳、 1997 年、みすず書房、p168 
３６）長谷正當「浄土とは何か」 2010 年、法蔵館、p118 
３７）Ｅ . レヴィナス「全体性と無限（下）」、熊野純彦訳、2006 年、岩波文庫所収の「顔
と倫理」にレヴィナスの他者論が展開されている。  
３８）長谷正當「死と実存協同」 1998 年、哲学研究、 565 巻  
３９）末木文美士「仏教 VS.倫理」 2006 年、ちくま新書、 p190 








４０）渡辺哲夫「死と狂気」 1991 年、筑摩書房  
４１）星野元豊「親鸞と浄土」 1984 年、三一書房、p158 
４２）早島鏡正、大谷光真「浄土論註」 1987 年、大蔵出版、 p366 
４３）高崎直承校註「従容録」 1934 年、鴻盟社、p3 




























年、 10 月号、p236 に詳しく論じられている。  
５２）趙州従諗禅師（ 778-897）、従容録第十九則「趙州狗子」などの公案で知られる唐代

























































































































































































































































































































































う説明が坂村健「２１世紀日本の情報戦略」岩波書店、 2002 年、p65 にある。  
２）白川静「字統」、平凡社、1999 年  
３）加藤常賢「書経  新釈漢文大系第２５」明治書院、 1983 年、p38 
４）市川安司「近思録  新釈漢文大系第３７」明治書院、 1975 年、p17   
朱子学で登場する「正理」ということばは、仏教から導入された言葉と思われる。  
武邑尚邦「仏教論理学の研究」、百華苑、 1968 年、p106 には、「正理とは如何というに、
量によって対象を探求することである」と引用されている。  
陳那の「因明正理門論本」、国訳一切経論集部１、大東出版、 1988 年が典拠である。  
５）西田太一郎編「日本の思想１７藤原惺窩「仮名性理」」、筑摩書房、 1970 年、p38 
６）稲垣良典「トマス・アクィナスにおける実践知の構造」「自然法と実践知」所収、創文
社、 1994 年、P3 
   阿南成一「現代自然法論の課題」、成文堂、1991 年、p67 では、「トマスは基本的に広義  











１１）長又高夫「北条泰時の道理」、日本歴史、 774 号、 2012 年、p19 
１２）近藤斉「武家家訓の研究」、風間書房、 1975 年所収資料編  
１３）佐藤一斎著、川上正光全訳注「言志四録」一~四、講談社、 1978 年  
１４）田中成明「法的思考とはどういうものか」、有斐閣、1989 年、p112 
１５）天野貞祐「天野貞祐全集第 1 巻」所収、日本図書センター、復刻発行 1999 年、p122 
１６）橋田邦彦「行としての科学」、岩波書店、 1939 年、p56 
１７）森部英生「社会教育判例における「条理」」、群馬大学教育学部紀要、第 53 巻、2004
年、p264 
１８）我妻栄「民法総則」、岩波書店、 1965 年、p256 
１９）谷沢永一「モノの道理」、講談社インターナショナル、 2008 年、 p62 
２０）中坊公平「道理に生きる」、PHP、 2001 年  
２１）井沢元彦「逆説の日本史」中世動乱編、小学館、 1997 年、p288 
２２）S.グリーンブラット「一四一七年、その一冊がすべてを変えた」、柏書房、2012 年、
p231 







２６）伊藤正巳、田島裕「英米法」、現代法学全集第４８巻、筑摩書房、 1985 年、p13 
２７）中埜肇「自然と理念」、阿南成一等編「自然法と実践智」所収、創文社、 1994 年、  
p50 












３１）高崎直道「仏典講座十七、楞伽経」、大蔵出版、 1980 年、p162 
３２）大師子吼経・如来の十力、原始仏教第十三巻所収、中山書房仏書林、 2003 年、p45 
３３）竹田青嗣「カント「純粋理性批判」」、講談社、2010 年、p51 
  カント「プロレゴメナ」、岩波文庫、 1977 年、p109 






  ３５）佐々木健一「近代の命運としての相対主義」、哲学雑誌、114 巻、第 786 号、p55 
  ３６）第 3 章「メリトクラシーと愛」参照  絶対性や全体性に向かう運動としての愛は、 
宗教的な世界観を土台とするものだと受け止めている。その上で、道理の規範性を問題に  
する場合には、田村芳朗著「仏教における倫理性欠如の問題」、日本仏教論所収、春秋社、
1991 年、p35 で論じられている内容の検討が次の課題として残る。  
 
 















































































































































































































































































































































































































を続けてきた Phoebe Ravenhall 女史に「あなたの行動力の源は何なのか、信仰か」と尋
ねてみた。その答えは、「  As far as I can, I would wish to acknowledge the preciousness of 
all l ife forms, and that I am only one part of the li fe force, owing my energy and effort to 
improve existence for al l l iving things.   Perhaps that means my belief motivates my interest 
in voluntary work; it  just seems l ike common sense and common just ice to me.  (Of course, 
it means caring for the other, non-human animals, for trees, plants, the insects and creepy 
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